
水分と帽子は必携。その他の小物を紹介してく
れました。
クマよけの鈴と、蚊取り線香もいつも持ち歩く
そうです。
小森さんの蚊取り線香はラベンダーの香り。
気分により香りも代えているそうです。

小森　和子さん
（女性部藤里支部）

全身を同系色でまとめあげ
たスタイリッシュな星川さ
ん。
首元にまいた「手ぬぐい」
は必須アイテム
炎天下には、保冷剤を手ぬ
ぐいに巻いて首元を冷やし
ながら作業。
田畑には保冷材のストック
も忘れず、ご主人の分も持
ち歩きます。
ポケットには塩飴も入れて
塩分補給も怠りません。

星川　咲子さん
（女性部能代支部）

佐々木博子さん
（女性部能代支部）

アイディア小物で夏を乗り切る佐々木さん。
ポケットには常に洗濯ばさみと輪ゴムを持ち歩き
ます。
首に巻いたタオルに装着して、風飛び防止に役立
てたり、万が一帽子を忘れた時も、ご覧の通り活
用できます。汗を拭く時だって洗濯ばさみを外せ
ばラクチン。
驚いたのは腕カバー。綻びた靴下をリメイクしま
した。もちろん発汗性抜群です。

本人が倒れたときの状況を
知っている人が付き添って、
発症時の状態を伝えましょう

救急車が到着するま
での間に応急処置を
始めましょう。
意識がないのに無理
に水を飲ませてはい
けません

大量に汗をかい
ている場合は、
塩分の入ったス
ポーツドリンク
や経口補水液、
食塩水がよいで
しょう

氷のう等があれば、
首、脇の下、太腿の
つけ根を集中的に冷
やしましょう
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